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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

　放課後児童クラブでは、１～６年生の異なる年齢の子どもたちが、コマやけん玉といった伝承遊びなどいろいろな遊
びをしたり、宿題をしたりして一緒に過ごします。子ども同士で声を掛け合い、一緒に考え、時にはぶつかり合うこともあり
ますが、子どもたちが仲間の中で育ち合っているなと実感します。低学年の時に、高学年の子に面倒をみてもらっていた
子が、学年が上がり、同じように下級生の面倒をみている姿を見るとほほ笑ましくなります。

　今しかできない、いろいろな経験をしてもらって、ここで過ごした放課後の時間を大人になっても
思い出してもらえたらなって。故郷のように「いつでも遊びに来ることができる場所」でありたいで
す。そして何より、子どもたちが安心して生活できるように、保護者の皆さんにも安心して仕事などを
してもらえるようにと思っています。

Q3 放課後児童支援員としての思い

Q2 放課後児童クラブでの生活

Q1 放課後児童クラブについて

鈴木 理恵子さん 
放課後児童支援員
す ず き 　 　 　  り え こ

　放課後や長期休みなどの間、保護者の皆さんが仕事などで家にいない小学生が過ごしています。放課後、子どもたち
が「ただいま」と帰ってきて、私たちは「おかえり」って迎えるんです。放課後児童クラブが、毎日の生活の場として、子ども
たちが安心安全に過ごすことができる「第２のおうち」になればいいなと思っています。

市内に55ある放課後児童クラ
ブ。鈴木さんは、南が丘小学校
内にある「たんぽぽクラブ」で
平成14年から放課後児童支
援員を務めている。


